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レースに「たられば」はありませんが、あのまま行っていれば3位？しかしお楽しみは次回にとっておきましょう。
結果は残りませんでしたが、記憶に残ったレースでした。次はツインリンク茂木です。
今回の内容を反映させて次回レースに臨みます。

車体は高い位置でピッチングを使うようにセットをして、路面コンディションも悪いのでソフトタイヤをチョイスしてレースへ。

ST600クラスのみですが四輪との併催です。

走り始めはSTDの状態からスタートして、バネレートを上げた状態、車体を高くしたりバネレートを下げたり、油面やファイナル、いろいろやりまし
データをにらみながら、コメントを聞き・・・。ＳＴ600はさわれるところが少ないですが、それでもなんとかするしかありません。

事前に行ったテストやレースウィークを通して、車体を大きく振っていきました。

今年からST600クラスで参戦するのは　手島雄介選手です。

小雨になり、レース2がスタート。1周目で14台抜きで16番手。その後も追い上げていき1周ごとに1台かわして帰ってきます。

もともとオートポリスは結構路面が荒れているほうなので、前回同様路面コンディションは厳しくなっていく方向です。

レーシングサプライ
畑中　健太郎

レース1はドライ。スタート後再スタートになりましたが1周目で25位までジャンプアップ。その後少しずつ追い上げて22位でゴール。

コースサイドから見るとうちの車両が一番アグレッシブに見えていますがタイムは・・・。なるべくスピードを残したまま進入するようにしたら

今回はオートポリスサーキットです。
皆様お待たせいたしました。全日本も徐々に開幕してきました。

ペースはトップよりも速くファステストラップを記録。6位争いをしているところで残念ながら転倒リタイヤ。

応援有難うございました。

初スズキＷＥＴ。初ダンロップレイン。朝フリーで12番手でした。感触は悪くなさそうです。
レース2は翌日です。予報では曇りでしたが、雨・・・。しかも結構な量が降っています。セットはリヤ車高を0ｍｍにして低めで動かします。

茂木はJSB1000・ST600両方ともありますのでお近くの方は遊びに来てください。

このグリッドから2レース戦わなくてはなりません。

すぐにタイムが上がりました。オートポリスの後半の登り区間は速く、ライダーも自信を持っていますが、ストレートが伸びずタイムを稼ぐことが出来
そんな中予選が始まりました。今回はノックアウト方式です。今年の自己ベストに近いところまで出ましたがＱ３で終了、予選順位は32位。
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2011年からGSX-R600はモデルチェンジされました。新型車両のためデータが無く、しかも初のスズキ車ということでいろいろと探りながらのレース
になりました。

今年から600もショーワのBPF（ビックピストンフォーク）になり、これはちょっと大変だぞと思っていましたが、走行後のコメントはJSBと同様のコメン
トがでてきました。車体の方向性も1000ｃｃと近い方向にあるようです。
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